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２．シェアハウス運営管理事業者に対するアンケート調査 調査票 

 

「シェアハウスの運営実態に関するアンケート調査」 

ご協力のお願い 

 

拝啓  

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 

本アンケート調査は、シェアハウスの運営実態を把握するため、シェアハウスを運営し

ている事業者の皆様に、事業形態や物件の概況、課題、住宅確保要配慮者へのサービス等

についてお伺いするものです。 

また、ご回答いただいた内容についてヒアリング調査へのご協力をお願いさせていただ

く場合がございます。 

なお、ご教示いただいた内容について、国土交通省として適否の判断をしたり、指摘し

たりするようなことは一切ございません。ご多忙中誠に恐れ入りますが、本調査の趣旨を

ご理解の上、ご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

また、ご回答の取扱いにおきましては、個人情報保護法に則って適切に管理し、上記以

外の目的には使用いたしません。 

 

敬具 

＜調査主体＞ 

 国土交通省 住宅局 住宅総合整備課 賃貸住宅対策室 担当：渡辺 

  〒100-8918 東京都千代田区霞が関 2-1-3 

  TEL：03-5253-8111（内線番号 39335） FAX：03-5253-1628 

 

※アンケート調査に関するお問い合わせ等は、以下にお願いいたします。 

＜調査実施機関＞ 

 株式会社 社会空間研究所 担当：斉藤、永野 

  〒151-0064 東京都渋谷区上原 3-1-16 

  TEL：03-3465-9401 FAX：03-3485-2751 Email：nagano@shaku-ken.co.jp 

 

※アンケートの送付期限：平成 29 年 7 月 7 日（金）までにご投函くださいますよう、ご協

力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 
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シェアハウスの運営実態に関するアンケート調査 

ご回答にあたってのお願い 

○ 本アンケート調査は、シェアハウス事業に関する設問が中心となっておりますの

で、貴社のシェアハウス事業のご担当者様にご協力を頂けますと幸いです。 

○ 本調査での「シェアハウス」とは、プライベートなスペースを持ちつつも、他人と

トイレ、シャワールーム等の空間を共用しながら住まう賃貸物件で、入居者一人ひ

とりが運営事業者と個室あるいはベッド単位で契約を結ぶものを指します。 

○ 本調査での「住宅確保要配慮者」とは、低所得者、高齢者、障害者、子育て世帯、

被災者など住宅の確保に特に配慮を要する者を指します。 

 

１．貴社の属性について 

 

問１．本アンケートにご協力いただいたご担当者様のご連絡先についてご記入下さい。 

貴社名  

法人形態  ご氏名  

電話番号  E-mail   ＠ 

 

問２．賃貸住宅管理業（※）の登録についてお伺いします。 

※賃貸住宅管理業とは、賃貸住宅の管理業務の適正化を図るために、2011 年 12 月に施行

された国土交通省の告示（賃貸住宅管理業者登録規程（国土交通省告示第 998 号）に

基づく登録制度です。 

２-１．貴社は賃貸住宅管理業に登録していますか。該当する番号に○を付けてください。 

１．登録している    ２．登録を検討している     ３．登録の予定はない 

 

２-２．２-１で「３．登録の予定はない」と回答した方に伺います。登録の予定がない理

由はどのようなものですか。該当する番号に○を付けてください。 

１．登録の手続きが面倒だと感じているから 

２．登録のメリットが感じられないから 

３．制度に対する入居者の認知度が低いから 

４．制度があることを知らなかったから 

５．その他（                              ）
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２．貴社の事業概要について 

 

問３．貴社の概要及び貴社のシェアハウス事業の概要について伺います。 

３-１．従業員数について、該当する番号に○を付けてください（2017 年 6 月 1日現在）。 

１．5人未満           ２．5人以上 10 人未満       

３．10 人以上 20 人未満      ４．20 人以上 50 人未満 

５．50 人以上 100 人未満      ６．100 人以上 

 

３-２．貴社がシェアハウス事業を開始した時期について、以下にご記入ください。 

（西暦）     年 

 

３-３．貴社がシェアハウス事業を開始した理由はどのようなものですか。該当する番号に

○を付けてください。 

１．保有物件を有効活用するため   

２．一般的な賃貸住宅に比べて事業効率性が高いため 

３．シェアハウスの認知度・注目度が高まっているため 

４．事業を通じて社会に貢献したいため 

５．その他（                              ） 

 

３-４．貴社が運営するシェアハウスの運営方法について、該当する番号に○を付けてくだ

さい（複数の物件を運営している場合は、最も多い運営方法についてご回答くださ

い。）。 

１．自己の所有物件を自己で運営 

２．自己の所有物件の運営業務を他者に委託 

３．他社の所有物件の運営業務を受託 

４．他社の所有物件を借り上げて運営（サブリース） 

５．その他（                              ） 

 

３-５．３-４で「４．他社の所有物件を借り上げて運営（サブリース）」と回答した方にお

伺いします。その際の所有者との契約形態について、該当する番号に○を付けてく

ださい。 

１．普通賃貸借契約       ２．定期借家契約 

３．その他（            ） 
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問４．貴社が運営しているシェアハウスの物件の概況についてお伺いします。 

４-１．事業開始時期及び事業開始以降の貴社が運営しているシェアハウスの物件数の過去

5年間の推移を回答欄にご記入ください（開業以前の年については「0」とご記入く

ださい）。事業開始年（     年） 

2011 年以前 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 

棟 棟 棟 棟 棟 棟

 

４-２．貴社が運営しているシェアハウスの個室または相部屋（ドミトリータイプ）の専用

部屋数、総定員数、現在の総入居者数、ならびに稼働率を回答欄にご記入ください

（2017 年 6 月 1日現在）。 

個室（1人部屋）

の 

相部屋（ドミト
リータイプ）の

部屋数 
総定員数（Ａ）

現在の入居者の

総数（Ｂ） 

稼働率（Ｂ/Ａ

×100） 

部屋 部屋 人 人 ％

 

４-３．貴社が運営しているシェアハウスの総物件数（棟数、部屋数）を、立地する都道府

県ごとにご回答ください（2017 年 6 月 1日現在）。 

北海道 棟 部屋 青森 棟 部屋 岩手 棟 部屋

宮城 棟 部屋 秋田 棟 部屋 山形 棟 部屋

福島 棟 部屋 茨城 棟 部屋 栃木 棟 部屋

群馬 棟 部屋 埼玉 棟 部屋 千葉 棟 部屋

東京 棟 部屋 神奈川 棟 部屋 新潟 棟 部屋

富山 棟 部屋 石川 棟 部屋 福井 棟 部屋

山梨 棟 部屋 長野 棟 部屋 岐阜 棟 部屋

静岡 棟 部屋 愛知 棟 部屋 三重 棟 部屋

滋賀 棟 部屋 京都 棟 部屋 大阪 棟 部屋

兵庫 棟 部屋 奈良 棟 部屋 和歌山 棟 部屋

鳥取 棟 部屋 島根 棟 部屋 岡山 棟 部屋

広島 棟 部屋 山口 棟 部屋 徳島 棟 部屋

香川 棟 部屋 愛媛 棟 部屋 高知 棟 部屋

福岡 棟 部屋 佐賀 棟 部屋 長崎 棟 部屋

熊本 棟 部屋 大分 棟 部屋 宮崎 棟 部屋

鹿児島 棟 部屋 沖縄 棟 部屋   
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問５．貴社が運営しているシェアハウスの入居者についてお伺いします（複数の物件を運

営している場合は、全体の傾向についてご回答ください。）。 

５-１．現状の入居者の男女比について、該当する番号に○を付けてください。 

１．女性が圧倒的に多い ２．女性がやや多い  ３．ほぼ均等 

４．男性がやや多い  ５．男性が圧倒的に多い 

 

５-２．現状の入居者に占める最も多い年齢層について、該当する番号に○を付けてくださ

い。 

１．20 歳未満  ２．20～25 歳未満  ３．25～30 歳未満         

４．30～35 歳未満  ５．35～40 歳未満  ６．40～60 歳未満         

７．60～65 歳未満  ８．65 歳以上 

 

５-３．入居者の平均的な居住期間について、該当する番号に○を付けてください。 

１．1ヶ月未満  ２．1ヶ月～3ヶ月未満  ３．3 ヶ月～6 ヶ月未満      

４．6ヶ月～1年未満  ５．1年～1年半未満  ６．1 年半～2 年未満        

７．2年～2年半未満  ８．2年半～3年未満  ９．3年以上 

 

問６．貴社の運営しているシェアハウスにおける住宅確保要配慮者への対応の概要につい

てお伺いします。住宅確保要配慮者とは以下を指します。 

○ 低額所得者（世帯年収が単身世帯 297 万円以下、二人世帯 351 万円以下） 

○ 生活保護受給者 

○ 高齢者（65 歳以上の者） 

○ 身体障害者（身体障害手帳を所持） 

○ 知的障害者（療育手帳を所持） 

○ 精神障害者（精神障害者保健福祉手帳又は自立支援医療受給者証を所持） 

○ 子育て世帯（18 歳未満の者を養育している者。ひとり親家庭を含む。） 

○ 被災者（災害救助法適用市町村に住所を有していた者） 

○ 外国人（日本国籍ではない人） 

６-１．住宅確保要配慮者向けのシェアハウスの運営について、該当する番号に○を付けて

ください。 

１．住宅確保要配慮者の入居に特化したシェアハウスを運営している 

２．住宅確保要配慮者を入居者に含むシェアハウスを運営している 

３．住宅確保要配慮者の入居を想定したシェアハウスは運営していない 
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６-２．６－１で「１．住宅確保要配慮者の入居に特化したシェアハウスを運営してい

る」と回答した方は下表の左列に、「２．住宅確保要配慮者を入居者に含むシェアハウ

スを運営している」と回答した方は下表の右列にご回答ください。 

① 該当する住宅確保要配慮者のタイプにつ

いて、当てはまる番号全てに○を付けて

ください。 

１．低所得者   ２．高齢者 

３．障害者    ４．ひとり親世帯 

５．被災者    ６．外国人 

７．その他（           ）

① 該当する住宅確保要配慮者のタイプにつ

いて、当てはまる番号全てに○を付けて

ください。 

１．低所得者   ２．高齢者 

３．障害者    ４．ひとり親世帯 

５．被災者    ６．外国人 

７．その他（           ）

② ①で回答くださった住宅確保要配慮者向

けシェアハウス運営について、運営管理

を円滑に実施するための取組や注意する

ことがございましたら、ご自由にご記入

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ①で回答くださった住宅確保要配慮者と

その他の入居者のおおよその割合をご記

入ください。 

約     割 

③ 住宅確保要配慮者とその他の入居者間の

トラブルや共同生活を営むうえで、運営管理

を円滑に実施するための取組や注意するこ

とがございましたら、ご自由にご記入くださ

い。 

 

６-３．住宅確保要配慮者向けシェアハウスの今後の運営意向について、該当する番号に○

を付けてください（すでに運営している方は運営拡大意向についてご回答くださ

い）。 

１．今後、運営を予定している ２．今後、運営を検討する予定である 

３．現時点では何とも言えない ４．運営する気はない 
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６-４．６-３で「１．今後、運営を予定している」「２．今後、運営を検討する予定である」

と回答した方にお伺いします。入居対象と考えている住宅確保要配慮者のタイプ及

び住宅確保要配慮者向けシェアハウスの運営の実現にあたっての課題がございま

したら、ご自由にご記入ください。６-３で「４．運営する気はない」と回答した

方は６-５にお進みください。 

【想定している住宅確保要配慮者のタイプ】 

 

 

 

【運営実現にあたっての課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-５．６-３で「４．運営する気はない」と回答した方にお伺いします。住宅確保要配慮

者向けシェアハウスの運営を考えていない理由がございましたら、ご自由にご記入

ください。 
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３．貴社の運営している典型的な物件の概要について 

ご回答にあたってのお願い 

○ 本項の問につきましては、住宅確保要配慮者向けのシェアハウスを運営している場

合には、当該物件についてご回答ください。 

○ 住宅確保要配慮者向けシェアハウスを運営していない場合は、貴社が運営している

シェアハウスの物件のうち、典型的な（貴社の運営形態の中で最も供給量が多く、

標準的な）物件についてご回答ください。 

 

以下に、どちらのタイプでご回答くださるかの☑をお願いいたします。 

□ 住宅確保要配慮者向けのシェアハウスについて回答 

□ 一般のシェアハウスについて回答 

 

問７．貴社が運営しているシェアハウスのうち、住宅確保要配慮者向けシェアハウスまた

は典型的な（貴社の運営形態の中で最も供給量が多く、標準的な）物件についてお

伺いします。 

７-１．その物件の最寄り駅までの、徒歩で移動する場合の所要時間について、該当する番

号に○を付けてください。 

１．徒歩で 3 分未満   ２．徒歩で 3～5 分未満   ３．徒歩で 5～10 分未満     

４．徒歩で 10 分以上   

 

７-２．その物件の築年数について、該当する番号に○を付けてください。 

１．5年未満       ２．5～10 年未満      ３．10～20 年未満 

４．20～30 年未満    ５．30～35 年未満      ６．35 年以上 

 

７-３．その物件の建物の形態について、該当する番号に○を付けてください。 

１．新築物件           

２．元戸建て住宅のリノベーション 

３．元戸建て住宅をそのまま活用  

４．元共同住宅又は元寄宿舎等のリノベーション 

５．元共同住宅又は元寄宿舎等をそのまま活用 

６．倉庫やオフィスビルからのリノベーション 

７．その他（                             ） 
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７-４．７-３で「２．元戸建て住宅のリノベーション」「４．元共同住宅又は元寄宿舎等の

リノベーション」「６．倉庫やオフィスビルからのリノベーション」と回答した方

にお伺いします。当該物件のリノベーション後の年数について、該当する番号に○

を付けてください。 

１．1年未満       ２．1～2年未満      ３．2～3年未満 

４．3～4年未満      ５．4年以上 

 

７-５．その物件の耐震性能について、該当する番号に○を付けてください。 

１．耐震基準を満たしている    ２．耐震基準を満たしていない    

３．わからない  

 

７-６．物件の専用部屋数について、個室または相部屋（ドミトリータイプ）の専用部屋数、

ならびに総定員数を回答欄にご記入ください（2017 年 6 月 1日現在）。 

個室（１人部屋）の

部屋数 

相部屋（ドミトリー

タイプ）の部屋数 
総定員数 

部屋 部屋 人

 

７-７．その物件の専用部屋のうち、最も多いタイプの個室（１人部屋）の概要についてお

伺いします。 

① 面積について、該当する番号に○を付けてください。 

１．5 ㎡未満       ２．5～7.5 ㎡未満     ３．7.5～10 ㎡未満        

４．10～12.5 ㎡未満   ５．12.5～15 ㎡未満    ６．15～20 ㎡未満         

７．20 ㎡以上 

② 屋外に面する窓について、該当する番号に○を付けてください。 

１．あり（開閉可能）      ２．あり（開閉不可）      ３．なし 

③ 間仕切り壁について、該当する番号に○を付けてください。 

１．天井まで到達している  ２．天井まで到達していない 

３．天井まで到達していないが、規模に応じた防火対策を行っている 

④ 設備について、当てはまる番号全てに○を付けてください。 

１．浴槽・シャワー  ２．トイレ     ３．キッチン    ４．洗面台 

５．ベッド等の寝具  ６．エアコン    ７．テレビ     ８．コンセント 
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９．クローゼット   １０．天井照明器具 １１．机・椅子   １２．カーテン

１３．その他（                             ） 

⑤ 1 人当たりの 1か月の家賃について、該当する番号に○を付けてください。 

１．4万円未満  ２．4～5万円未満 ３ ． 5 ～ 6 万 円 未 満     

４．6～7万円未満  ５．7～8万円未満 ６ ． 8 ～ 9 万 円 未 満     

７．9万円以上 

⑥ 1 人当たりの 1 か月の共益費・管理費・光熱費について、該当する番号に○を付けてく

ださい。 

１．不要   ２．5,000 円未満  ３．5,000 円～1万円未満 

４．1～2万円未満  ５．2～3万円未満 ６．3万円以上 

⑦ 1 人当たりの敷金（デポジット）について、該当する番号に○を付けてください。 

１．不要   ２．5,000 円未満  ３．5,000 円～1万円未満   

４．1～2万円未満  ５．2～3万円未満 ６．3～5万円未満      

７．5～10 万円未満  ８．10 万円以上 

⑧ 1 人当たりの礼金について、該当する番号に○を付けてください。 

１．不要   ２．5,000 円未満  ３．5,000 円～1万円未満   

４．1～2万円未満  ５．2～3万円未満 ６ ． 3 ～ 5 万 円 未 満     

７．5～10 万円未満  ８．10 万円以上 

⑨ 1 人当たりの入居者の負担する家賃債務保証会社への支払額について、該当する番号に

○を付けてください。 

１．不要   ２．5,000 円未満  ３．5,000 円～1万円未満   

４．1～2万円未満  ５．2～3万円未満 ６．3～5万円未満      

７．5～10 万円未満  ８．10 万円以上 

 

７-８．その物件の共用スペースについてお伺いします。 

① その物件の共用スペース内の施設について、当てはまる番号全てに○を付けてください。 

１．キッチン ２．トイレ ３．浴室（シャワー室） ４．洗面所 

５．洗濯室  ６．ダイニング ７．リビング            

８．その他（                            ） 
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② その物件の共用スペースに設置している設備について、当てはまる番号全てに○を付け

てください。 

１．冷蔵庫 

２．洗濯機 

３．電子レンジ 

４．ガスレンジ 

５．IH 調理器 

６．炊飯器 

７．テレビ 

８．下駄箱 

９．ダイニングテーブルセット 

１０．ソファセット  

１１．食器・食器棚 

１２．無線 LAN ルーター（Wi-Fi ルーター） 

１３．パソコン 

１４．温水便座 

１５．表記への配慮（外国語表記、拡大文字等） 

１６．防音性に配慮された窓・壁 

１７．スプリンクラー（パッケージ型を含む） 

１８．高齢者等の見守り、安否確認、緊急通報のための設備 

１９．その他（                          ） 

③ その物件の共用施設・設備の清掃などの管理主体について、該当する番号に○を付けて

ください。 

１．運営事業者や管理会社が行う 

２．入居者が行う 

３．運営事業者や管理業者による清掃と入居者による清掃の組合せで行う 

４．その他（                              ）  

 

７-９．その物件の設備でバリアフリー化しているものについて、当てはまる番号全てに○

を付けてください。 

１．玄関や床の段差の解消  ２．階段の勾配  ３．手すりの設置 

４．通路及び出入り口の幅員の確保 ５．引き戸  ６．滑りにくい床材 

７．部屋の広さ     ８．部屋の配置  ９．車いす対応のトイレや洗面台  

１０．該当するものはない 
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問８．貴社が運営しているシェアハウス物件の入居者の募集についてお伺いします。 

８-１．入居者を募集する際に活用している広告手段について、当てはまる番号全てに○を

付けてください。 

１．シェアハウス物件の検索サイトへの掲載  

２．自社のホームページでの情報発信 

３．検索エンジンの検索連動型広告や検索結果上位に表示される対策を実施 

４．SNS の活用 

５．雑誌・新聞等への掲載 

６．口コミ 

７．居住支援協議会との連携（ホームページへの掲載や居住支援協議会による紹介） 

８．行政（地域包括支援センター等）や支援者による紹介 

９．その他（                               ） 

 

８-２．入居者の募集に際しての条件について、当てはまる番号全てに○を付けるとともに、

カッコ内に□がある場合には、該当する項目に☑してください。 

１．年齢制限を設けている（  歳以上  歳未満） 

２．性別の制限を設けている（□男性のみ □女性のみ □その他（      ）） 

３．住宅確保要配慮者の入居を制限している（制限対象：□高齢者 □障害者 □低

額所得者 □その他（      ）□特に限定していない） 

４．住宅確保要配慮者のみの入居としている（入居対象：□高齢者 □障害者 □低

額所得者 □その他（      ）□特に限定していない） 

５．その他の制限を設けている（                      ） 

６．制限は設けていない 

 

８-３．入居希望者に対する入居拒否について、該当する番号に○を付けてください。 

1. 行ったことがある  2. 行ったことがない 

 

８-４．８-３で「１．行ったことがある」と回答した方にお伺いします。具体的にどのよ

うな理由で拒否したことがありますか。当てはまる番号全てに○を付けてください。 

１．家賃の支払能力がないため 

２．保証会社の審査が通らなかったため 

３．現入居者との相性が合わないため 

４．希望する入居期間が長すぎる（又は短すぎる）ため 

５．高齢者であるため 
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６．障害者であるため 

７．子供がいるため 

８．その他（                               ） 

 

問９．貴社が運営しているシェアハウスの入居者との契約内容、手続きについてお伺いし

ます。 

９-１．最も典型的な契約形態について、該当する番号に○を付けてください。 

１．普通賃貸借契約 

２．定期借家契約 

３．終身建物賃貸借契約 

４．一時使用目的賃貸借契約 

５．契約書を交わしていない・口約束 

６．その他（                              ） 

 

９-２．最も典型的な契約期間について、該当する番号に○を付けてください。 

１．1ヶ月未満   ２．1ヶ月～3ヶ月未満  ３．3 ヶ月～6 ヶ月未満      

４．6ヶ月～1年未満  ５．1年～1年半未満  ６．1 年半～2 年未満        

７．2年～2年半未満  ８．2年半～3年未満  ９．3年以上 

１０．建物の取り壊しまで １１．入居者の死亡まで  １２．特に定めていない 

１３．その他（                             ） 

 

９-３．貴社が運営しているシェアハウスの契約時に実施していることについて伺います。

①～⑦の項目のうち、次の選択肢から当てはまるものを 1つ選び、以下の回答欄の

番号に○を付けてください。 

【選択肢】 

１．すべての物件で行っている ２．多くの物件で行っている  

３．どちらとも言えない  ４．多くの物件で行っていない  

５．すべての物件で行っていない 

 回答欄 

① 契約前における入居者との現地見学（物件確認） 1 2 3 4 5 

② 面接 1 2 3 4 5 

③ 敷金・デポジット（補償金）の徴収 1 2 3 4 5 

④ 礼金の徴収 1 2 3 4 5 
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⑤ 連帯保証人の提示 1 2 3 4 5 

⑥ 家賃債務保証会社の利用 1 2 3 4 5 

⑦ 本人確認（住民票や運転免許証等の提示） 1 2 3 4 5 

⑧ 緊急連絡先の登録 1 2 3 4 5 

 

９-４．貴社では、シェアハウスの入居に関してどのようなルールを定めていますか。①～

⑭のうち、次の選択肢から当てはまるものを 1 つ選び、以下の回答欄の番号に〇を付けて

ください。 

【選択肢】 

１．運営事業者にて決めている  ２．入居者間で決めている  ３．ルールはない 

 回答欄 

① 清掃・ゴミ出しに関するルール 1 2 3 

② 施設や設備の利用時間や利用方法に関するルール 1 2 3 

③ 騒音に関するルール 1 2 3 

④ 共用部における私物の取扱いに関するルール 1 2 3 

⑤ 来客の訪問、宿泊に関するルール 1 2 3 

⑥ ペットの飼育に関するルール 1 2 3 

⑦ 石油ストーブ等の火気の使用に関するルール 1 2 3 

⑧ 喫煙に関するルール 1 2 3 

⑨ 火災、地震等の災害時に関するルール 1 2 3 

⑩ インフルエンザの蔓延等の緊急時に関するルール 1 2 3 

⑪ 玄関、共用部、個室等の施錠に関するルール 1 2 3 

⑫ 住宅確保要配慮者の状態の変化を把握した場合の対応

に関するルール（かかりつけ医等の把握や緊急連絡先

の周知等） 

1 2 3 

⑬ 住宅確保要配慮者の状態の変化により入居の継続が困

難となった場合の取扱いに関するルール（退去条件の

設定や身元引受人の登録等） 

1 2 3 

⑭ 消耗品の購入、補充、管理に関するルール 1 2 3 

⑮ 地域コミュニティへの配慮に関するルール 1 2 3 
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９-５．入居者に悪質なルール違反があった場合に対する解除に関する条文の設定状況につ

いて、該当する番号に○を付けてください。 

【解除に関する条文の例】 

例①：借主が以下の各号に該当する場合、貸主が相当の期間を定めて催告したにも関

わらず、当該義務を履行しない場合には（貸主は何らの催告もなしに）、本契約

を解除することができる。 

例②：借主が以下の各号に該当する場合、貸主は何らの催告もなしに、本契約を解除

することができる。 

１．借主が賃料の支払義務を怠った場合 

２．借主が居住規約に従わず、共同生活の秩序を著しく乱すものと認められたとき 

３．借主が入居申込書に虚偽の事項を記載し、または不正な手段により入居したとき 

                                     等 

１．設定している  ２．設定していない 

 

９-６．貴社が運営しているシェアハウスでの、入居者が退去する際の手続きについて、当

てはまる番号全てに○を付けてください。 

１．退去の一定期間より前までの解約連絡 

２．解約に必要な書類の提出 

３．立会による部屋の確認 

４．過払い家賃、敷金、デポジット（保証金）の返還 

５．鍵の返却 

６．その他（                              ） 

 

問１０．貴社が運営しているシェアハウスに関するトラブルについてお伺いします。 

１０-１．入居期間中の物件内における入居者間のトラブルについて、当てはまる番号全て

に○を付けてください 

□ 特にトラブルはなかった 

１．騒音（大声や泣き声を含む）  ２．火の不始末 

３．私物を共有スペースに置く  ４．契約者以外の部外者の無断宿泊 

５．入居者の所有物の盗難   ６．浴室やトイレのルールを守らない 

７．清掃・ゴミ出しのルールを守らない ８．害虫・害獣の発生  

９．近隣住民とのトラブル 

１０．その他（                             ） 
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１０-２．契約時の入居期間中又は契約解除時における貴社と入居者とのトラブルについて

お伺いします。貴社のシェアハウスの入居者として該当する項目に☑したうえで、

①～⑱のうち、☑した入居者の属性ごとに、当てはまるもの全てに☑を付けてくだ

さい。 

 要
配
慮
者
以
外 

住宅確保要配慮者 

 高
齢
者 

障
害
者 

低
額
所
得 

そ
の
他
※ 

【貴社のシェアハウスに入居している方】 □ □ □ □ □ 

① 特にトラブルはなかった □ □ □ □ □ 

② 物件の管理が不十分であると苦情があった □ □ □ □ □ 

③ 契約前の問い合わせ（物件の概要、運営内容、契約条項の

解釈等）に対し、十分な回答が得られなかったとの苦情が

あった 

□ □ □ □ □ 

④ 契約時の合意事項について認識の相違によるトラブルがあ

った 
□ □ □ □ □ 

⑤ 契約時の合意事項について虚偽申告があった □ □ □ □ □ 

⑥ 入居中の問合わせ・苦情に対し、十分な対応が得られなか

ったとの苦情があった 
□ □ □ □ □ 

⑦ 設備・備品の故障・破損・盗難・紛失があった □ □ □ □ □ 

⑧ 家賃滞納や遅滞があった □ □ □ □ □ 

⑨ 契約時の合意事項について家賃滞納以外の契約違反があっ

た（友人等の同居、ペットの無断飼育、生活ルール違反等）
□ □ □ □ □ 

⑩ 契約期間中の合意事項違反により退去を求めたが、応じな

かった 
□ □ □ □ □ 

⑪ 契約期間の終了により退去を求めたが、応じなかった □ □ □ □ □ 

⑫ 退去時の原状回復（範囲、費用負担等）についてトラブル

があった 
□ □ □ □ □ 

⑬ 退去後の残置物処理についてトラブルがあった □ □ □ □ □ 

⑭ 緊急時に保証人や身元引受人との連絡が取れなかった □ □ □ □ □ 

⑮ 入居者の行動や言動により、他の入居者や近隣とのトラブ

ルがあった（徘徊、大声をあげる、物を盗られたと頻繁に

訴える、ゴミをため込む等） 

□ □ □ □ □ 

⑯ 入居者が失踪又は夜逃げをした □ □ □ □ □ 

⑰ 入居者が居室内で死亡した □ □ □ □ □ 

⑱ その他（              ） □ □ □ □ □ 

※ 住宅確保要配慮者の「その他」には、被災者、子育て世帯、外国人を含む 
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１０-３．物件所有者との契約上のトラブルの有無について、該当する番号に○を付けてく

ださい。また、「３．トラブルになったことがある」と回答した場合はその内容

をご記入ください。 

１．自身で所有しているため、所有者との契約自体が存在しない 

２．トラブルになったことはない 

３．トラブルになったことがある  
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４．その他 

 

問１１．貴社が運営しているシェアハウスの特徴についてお伺いします。①～⑧の項目の

うち、次の選択肢から当てはまるものを 1 つ選び、以下の回答欄の番号に○を付

けてください。 

【選択肢】 

１．すべての物件に該当する  ２．多くの物件に該当する  

３．どちらとも言えない   ４ ． 多 く の 物 件 に 該 当 し な い        

５．すべての物件に該当しない 

 回答欄 

① 安価な賃料をセールスポイントとしている 1 2 3 4 5 

② 付加価値の高い設備等をセールスポイントとして

いる 
1 2 3 4 5 

③ 都心などの特定の立地環境にこだわったシェアハ

ウスを整備している 
1 2 3 4 5 

④ 「女性専用」「高齢者専用」など入居対象者を絞っ

ている 
1 2 3 4 5 

⑤ 住宅確保要配慮者の入居が可能であることを明示

している 
1 2 3 4 5 

⑥ 住宅確保要配慮者が生活しやすい設備や体制を整

備している 
1 2 3 4 5 

⑦ 入居者のコミュニケーション促進に積極的に取り

組んでいる（イベントの開催等） 
1 2 3 4 5 

⑧ その他

（                    ）
1 2 3 4 5 

 

問１２．貴社のシェアハウスの今後の展開についてお伺いします。 

１２-１．貴社のシェアハウス事業の見通しについて、該当する番号に○を付けてください。 

１．事業規模を拡大したい 

２．条件に合った物件や用地があれば事業規模を拡大したい 

３．現状の事業規模を維持したい 

４．事業規模を縮小したい  
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１２-２．貴社がシェアハウス事業を展開していく上での課題について、該当する番号に○

を付けてください。 

１．オーナーの事業に対する理解が十分に進んでいない 

２．金融機関側のシェアハウスに対する理解が十分に進んでいない 

３．入居者を募集する手段やノウハウが不足している 

４．トラブルを最小限に留めるノウハウが不足している 

５．その他（                               ） 

 

１２-３．その他、シェアハウス全般についてのご意見があれば、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終了です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。 



 
 

 

 


